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リポジトリの位置付け

• 本学中期計画
「研究成果内容を公表するシステムの整備」

• 附属図書館 （事務組織は学術情報部）

機関リポジトリ

総合メディア機構（平成17年度発足予定）の中核

学術情報・大学情報・事務情報等の流通基盤強化
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５．４．１ 現状

• ソフトウェア

DSpace 海外機関での実績

論文投稿・査読機能

1.1.1 → 1.2 に バージョンアップ

（全文検索機能）
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５．４．１ 現状

• プロトタイプシステム構築

日本語対応 主要画面・単語検索

日本語全文検索 （今年度予定）

テストデータ

投稿・査読環境

• メタデータ・ハーベスティング実験

oai_dc形式 （Dspace デフォルト）

平成16年11月 junii形式

• 学内関係委員会でデモ・説明 ⇒ 認知度向上の努力
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東京学芸大学リポジトリ（プロトタイプ）トップページ
http://repository.u-gakugei.ac.jp/dspace/
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５．４．２ 課題 （１）

• 学内合意形成

「総合メディア機構」の中で検討

試行の展開

他の学内情報システムとの整合性検討

制度上の整備
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５．４．２ 課題 （2）

• 収録対象・基準

現在は許諾済み紀要論文のみ

学術雑誌掲載論文 ⇒ 国内学会・出版社の動向

学位論文 ⇒ 全学的議論が必要

教育実践記録・教材 （附属学校等）

★ 本学の特色を活かす

授業関連資料で公開に適するもの (ECR)
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（参考） ECR：電子的授業支援サービス
http://ecr.u-gakugei.ac.jp/
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（参考） ECR 情報登録画面

教員自身がごく簡単
なメタデータを入力
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５．４．２ 課題 （3）

• メタデータ入力体制・入力基準

教員と図書館員の適切な分担

入力項目等の検討

資料タイプ別

他機関との相互運用性
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５．４．２ 課題 （4）

• 論文投稿・査読機能

「東京学芸大学紀要」 図書館が編集事務

学科レベル等の紀要も、電子化に関心

テスト環境は構築
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投稿テスト用画面


